
 

                             令和元年１１月１８日 

  

関係機関の長 殿 

 

                          徳島大学病院長 

                            香 美 祥 二［公印省略］ 

   

副看護部長候補者の公募について（依頼） 

 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて，本院では，副看護部長１名が令和２年３月３１日限りで退職いたしますので，後

任の副看護部長候補者を選考することになりました。 

つきましては，ご多忙のところ恐縮ですが，貴関係機関に適任者がおられましたら，下

記によりご推薦賜りますようお願い申し上げます。 

 おって，候補者の方には，選考の過程において，ご来院いただく場合がありますことを 

念のため申し添えます。                        

 敬 具 

記 

 

１ 採用予定職等    副看護部長 １名 

 

２ 採用予定年月日   令和２年４月１日 

※任期３年（再任可）「【注】管理職任期制」参照 

 

３ 応募資格 

心身ともに健康で，かつ，人格，学識，指導力ともに優れた者であって，次の各号の

一に該当する者。 

  （１）徳島大学病院（以下「本院」という。）の看護師長 

  （２）本院に準ずる規模を有する病院の副看護部長又は看護師長 

  （３）大学又は短期大学の看護学科等の専任教員の職にある者で，本院又は本院に準ず

る規模を有する病院の看護師長以上の経験を有する者 

  （４）保健師助産師看護師学校又は養成所の専任教員の職にある者で，本院又は本院に

準ずる規模を有する病院の看護師長以上の経験を有する者 

 

４ 応募書類 

（１）推薦書（様式任意）                     １部 



（２）履歴書（別紙様式１）                    １部 

（３）業績調書（別紙様式 2-1，2-2，2-3（様式は罫線不要でも可））  １部 

（４）副看護部長職についての抱負（様式任意）           １部 

（1,200字程度。なお，大学病院の看護部の役割についても記述願います。）   

（５）看護師の免許証（写）                    １部 

   ※なお，応募書類は返却しませんのでご了承願います。 

 

５ 提出期限  令和元年１２月１３日（金）必着 

 

６ 提出先   〒770-8503 徳島市蔵本町２丁目５０－１ 

徳島大学総務部人事課蔵本人事係 

TEL.088-633-7018 FAX.088-633-7474 

Ｅ-mail:jnjin2k@tokushima-u.ac.jp 

※封筒に「副看護部長候補者応募書類在中」と朱書きし，郵送の場合は書留郵便で

送付願います。 

 

７ 問合せ先  〒770-8503 徳島市蔵本町２丁目５０－１ 

徳島大学病院総務課総務係 

TEL.088-633-7006 FAX.088-633-7009 

Ｅ-mail:bsouss8@tokushima-u.ac.jp 

 

 

【注】管理職任期制 

  １．管理職任期制を適用して任命される副看護部長の任期は３年とし，再任されるこ

とができます。ただし，任期の末日が，定年退職日以後となる者の任期は，その定

年退職日をもって任期の末日となります。 

  ２．再任の可否を決定するに際しては，再任審査を行うこととなります。 

 ３．副看護部長の任期が満了した職員については，引き続きその者が副看護部長に任

命された日の前日に占めていた職位と同等又は相当の職に処遇することとなります。 



（履歴書作成例） 

様式１  

令和○○年○○月○○日現在

履  歴  書 

   ふ り が な    ○○○○       ○○○○ 

１．氏    名   ○  ○  ○  ○  （※自筆のこと） 

 

２．生 年 月 日      昭和○○年○○月○○日（○○才） 

 

３．勤 務 先 名     ○○病院 

 

４．所属部門名    看護部○○○ 

 

５．現職名(役職)     看護師長 

 

６．勤務先住所    〒○○○－○○○○ 

及び連絡先   ○○県○○市○○○○○○１－２－３ 

（電話）  （  ）  －    （内    ） 

 

７．自 宅 住 所    〒○○○－○○○○ 

○○県○○市○○○○○○３－２－１ 

（電話）  （  ）  －     

 

８．メールアドレス  ○○○○○＠○○○○．○○．ａｃ．ｊｐ 

 

９．学 歴    昭和○○年○○月○○日  ○○県立○○高等学校卒業 

昭和○○年○○月○○日  ○○大学医学部附属看護学校卒業 

 

10．資      格      昭和○○年○○月○○日  看護師籍登録（第○○○○号） 

 

11．職      歴       昭和○○年○○月○○日  ○○大学医学部附属病院看護助手 

昭和○○年○○月○○日  ○○大学医学部附属病院看護師 

昭和○○年○○月○○日  ○○大学医学部附属病院看護師長 

                         （現在に至る） 

 

12．賞     罰       平成○○年○○月○○日  ○○賞 

写真貼付 

（縦 4㎝×横 3㎝） 

※6ヶ月以内のも

の 



 

様式２－１ 

徳島大学病院副看護部長候補者業績調書 

                               論文（原著、総説、症例報告など） 

                                              氏名 

 

No. 

  

全 著 書 者 名 

 

表          題 

雑  誌  名 

（巻、号、始めと終わりの頁、年） 

1    

２    

３    

４    

５    

６    

７    



様式２－２ 

 

   徳島大学病院副看護部長候補者業績調書 

                                    学 会 発 表 

                                              氏名 

 

No. 

  

全 発 表 者 名 

 

演   題 

学 会 名 

（発表年月、開催地） 

抄録掲載雑誌名 

（巻、号、頁、年） 

1     

２     

３     

４     

５     

６     

７     



様式２－３ 

 

   徳島大学病院副看護部長候補者業績調書 

                               院内活動・社会活動・学会活動および研修等 

                                              氏名 

年   月 院内活動・社会活動・学会活動および研修等 

  

 



提出書類記載上の注意 

 

１．略歴書について 

(1) 学歴は高等学校卒業以降について記入すること。 

(2) 学位・免許・資格は、取得年月日および登録番号を記入すること。 

(3) 職歴は、期間、所属および職名を記入すること。 

 

２．業績調書について 

(1) 著書・学術論文、学会発表およびその他の業績の４分野を記載すること。 

(2) 著書は、単著、共著の順に記入すること。なお、共著の場合は担当分のページを記入すること。 

(3) 学術論文は、原著、総説、症例報告およびその他（公表された報告書を含む。）に区分すること。

一般講演の抄録はこれに含まない。 

(4) 学術論文の著書名は、論文と同じ順に全員を記入すること。 

(5) 投稿中のものについては、掲載証明書を添付すること。 

（作成例）  徳島大学病院副看護部長候補者応募調書 

                               論文（原著、総説、症例報告など） 

 

No. 

  

全 著 書 者 名 

 

表          題 

雑  誌  名 

（巻、号、始めと終わりの頁、年） 

1 ○○○○・□□□□・△△△△ 褥瘡発生に寄与する要因の統計学的検討 第 30回日本看護学会論文集・看護総合 

159-161.2011 

(6) 学会発表は、特別講演、シンポジウム、一般講演など順に全てを記入すること。 

（作成例）  徳島大学病院副看護部長候補者応募調書 

                                  学会発表 

 

No. 

 

全発表者 

 

演      題 

学  会  名 

（発表年月、開催地） 

抄 録 掲 載 誌 名 

（巻、号、頁、年） 

1 ○○○○ 多床室患者のカーテン開閉行

動に繋がる意識調査 

第 23回徳島県看護学会 

2011.5  徳島 

第 23回徳島県看護学会集録 

31-33.2011 

(7) その他の業績については、院内活動における顕著なもの、社会活動について主なものを記入する

こと。また、学会は所属する学会名および役職名を記入すること。 

(8) 研修は、受講した主なものについて研修名および主催機関名を記入すること。（認定証または修

了証書が発行されたものに限る。） 

 

３ その他 

(1) 用紙が不足する場合は、適宜用紙を補足すること。 

(2) 署名以外は、パソコンで記入してもよい。 




